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問題と目的

子どもの感情概念の発達・他者感情推測につ

いての研究は，発達心理学の重要なトピックの

1つであり非常に多くの研究がなされている O

例えば，表出される他者の表情の弁別-認知，

ある特定の感情状態を引き起こす状況・出来事

の理解，内的感情状態と外的感情表出が異なる

感情偽装研究などその内容は多岐に渡る O その

中の1つに他者の感情状態を推測する際に用いら

れる情報源の優位性についての研究が存在する O

人が他者の感'1育を推測をするに当たって利用す

る情報はーっとは限らない。むしろ，様々な情

報を用いることで，より正確な感情の推測が可

能となると考えられる O もし得られる複数の情

報から推測される他者感情が異なっている場合，

子どもはどの情報源を優先し，どのような他者

感情推測を行うのだろうか。

この矛盾した複数の情報源からの他者感情の

推測についての発達的研究は幾つかなされてい

るO これらの研究において主に使われる課題は

矛盾エピソード課題であり，他者の感情状態に

関する複数の情報(主に 2つ)が矛盾している

(例えばお誕生日なのに悲しい顔)エピソードの

登場人物の感情状態の推測をするものである O

矛盾エピソード課題を用いて主に行われている

研究は，表情情報と状況情報の矛盾からの感情

の推溺である O これらの研究において多くは加

齢とともに表情情報から状況情報に基づいた感

情推測を行う事が示唆されている (Gnepp，1983; 

Hoffer & Badzinski， 1989; Kurdek & Rodgon， 

1976; Reichenbach & Masters， 1983;笹屋，

1997)。代表的な研究は Gnepp(1983)のもので

あり，彼女は喜び，悲しみ，恐れの 3つの感情

状態について，表情と状況がそれぞれに食い違

う絵画刺激による矛盾エピソード課題をJ=I=iし Eて

幼児と小学生に実験を行ったところ，幼児で 2

割のみが状況情報を選択し 残りが表情情報か

ら他者の感情を推測したのに対ーし，小学校 6i:1三

次においてはほ5割の子どもが状況情報に基づ

いた他者感情推測を行っていることを明らかに

しており，他者感情推測において優先的に利用

される情報源の発達的推移を明らかにしている O

また， Ho丘 町&Badzinski (1989)も， 3歳から

12歳を対象に喜びと悲しみの 2つの感'清につい

て矛盾エピソード課題による実験を行ったとこ

ろ， Gnepp (1983)と同様に加齢と共に表情情報

による感情推測が減少し，状況情報による感情

推測が増加する事を明らかにしている o B本に

おいては，笹屋(1997)がピデオ画像を用いた

研究によって向様の結果を得ている O

矛盾エピソード課題を用いた感情推測，特に

優先的に選択される情報源の発達的推移につい

て焦点を当てた研究は，海外では多くなされて

いるが，一方自本では笹屋(1997)が行ってい

る以外ほとんど行われていない。そこで，本研

究では矛盾エピソード課題による感情推測の情

報源選択について特に幼児を対象に追試を行う
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ことを自的のーっとする O

子どもの感情推測研究は，発達的推移だけで

なく借入差についてもいくつかの研究がなされ

ている o 近年においては子どものを取り巻く爵

閣の環境，特に親の存在が与える影響について

考察した研究が幾つか存在する O 例を挙げるな

らDunn，Brown & Beardsall (1991)は、縦断的

研究から，感情について多くを語る家庭(ここ

では母親ときょうだい)の中で育った子どもは，

そうでない子どもに比べて感情推測が優れてい

る事を明らかにしている O また Denham，Zoller 

& Couchould (1994)は，幼児の感情推測・理解

について縦断的研究を行い親の決定的な役割に

ついて指摘している o Denhamら(1994)は，子

どもは表情や感情を引き起こす状況について親

から多くのことを学ぶとし，緩や日々の会話に

含まれる感情についての話題や，子どもの感情

についての親の反応が後の子どもの感揖推測・

理解に影響を与えると主張した。 以上のように，

子どもの感情推測における養育者の感情の言語

的表現能力の重要性が指摘されているが， しか

しながら養育者，特に母親の感情の言語的表現

能力が子どもの矛盾エピソード課題による感情

推測の情報源選択にどのような影響をもたらす

のかについて記述した研究はほとんどなし E。そ

こで本研究では矛盾エピソード課題において幼

児の感情推測の為の情報源選択に，母親の感情

の言語的表現能力がどのような影響をもたらす

のかについて明らかにすることを自的とする O

また，子どもの感矯推測に影響を与える要国

として母親の性格特性が研究されている O 例え

ば， Zahn-Waxler， Kochanska & Krupnick 

(1990)は，抑うつ的な母親に育てられた子ども

とそうでない子どもについて，怒って家から出

ょうとする母親と台所にいる子どもの絵を提示

し，絵の中の子供の気持ちと母親が怒っている

理由を尋ねた。その結果，抑うつ的な母親を持

つ子どもはそうでない子どもに比べて，絵の中

の子どもの気持ちに自責や謝罪といった罪悪感

や責任について言及する答えは少なく，また母

親の怒っている理由も非現実的で破壊的，暴力

的であるという事が明らかになった。そこで，

本研究においては母親の性格特性， とくに楽観

性・悲観性が矛盾エピソード課題において幼児

の感情推測のための情報源選択にどのような影

響をもたらすのかについて併せて検討する O

方 法

被験者

茨城県内の幼稚園に通園する 5歳児46名 (4

歳 6ヶ月 ---5歳 6ヶ月:平均 5歳Oヶ月)， 6歳

児26名(5歳 7ヶ月 ---6歳 6ヶ月:平均 6歳 2

ヶ月)及びその母親63名。

課題

(1)幼児への課題 エピソードの登場人物の表

情と登場人物を取り巻く状況が矛盾する矛盾エ

ピソード課題を 8種類作成した。課題の作成に

あたっては， Gnepp (1983)及び渡辺・瀧口

(1986) の課題を参考にした。エピソード場面

はいずれも四つ切りの函用紙に描かれ，黒の線

描画に彩色を施したもので表現された。 8種類

の課題は大きく 2種類に分けられ，一般にポジ

ティブな感情を引き起こす状況とネガティブな

表情を示しているものを 4種類(ポジテイブ条

件)，一般的にネガティブな感情を引き起こす状

況とポジテイブな表情を示している登場人物が

描かれたものを 4種類(ネガティブ条件)作成

した。刺激絵画は被験児の性別に対応させ，男

の子(太郎君)が主人公のもの，女の子(花子

ちゃん)が主人公のものの計16種類作成した。

また，絵画の中の状況を説明するストーリーを

同数作成した。ストーリーは Table1に示した。

(2)母親への調査用紙 母親の感情の言語的表

現能力を測定する為に，ある絵画を基に子ども

へ聞かせるようなストーリーを自由記述で作成

させる，ストーリ一作成課題 2題と性格特性を

明らかにする為の尺度調査の 2部構成からなる

調査用紙を作成した。ストーリ一作成課題に使

用した絵画刺激は， Bellal王&Bellak (1974)の幼

児-児童版絵画統覚検査 (Children'sApper-

ception Test， CAT)の中から多様な感情が見い

出せ，かっ親子の姿が描かれている nO.1 (ニワ

トリとヒヨコ)及び nO.4 (カンガルーの親子)
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Table 1 各条件におけるストーリー内容

ポジティブ条件(主人公はネガティブな表情，状況は一般的にポジティブな場面)

誕生日

今日は太郎君(花子ちゃん)のお誕生日です。お父さんは大きなプレゼントを買ってきて

くれてお母さんはケーキやご馳走を作って，お祝いをしてくれます。太郎君(花子ちゃん)

は今どんな気持ちですか。

アイス

太郎君(花子ちゃん)とお母さんは待ちに買い物に出ています。買い物が終わって，お母

さんは太郎君にアイスクリームを買ってくれました。太郎君(花子ちゃん)は今どんな気

持ちですか。

絵本

お友達の花子ちゃん(優子ちゃん)が家から持ってきた絵本を太郎君(花子ちゃん)に貸

してくれました。太郎君(花子ちゃん)は今どんな気持ちですか。

運動会

今日は幼稚留の運動会です。太郎君(花子ちゃん)はかけっこに出て， 1等賞を取りまし

た。太郎君(花子ちゃん)は今どんな気持ちですか。

ネガティブ条件(主人公はポジティブな表情，状況は一般的にネガティブな場面)

自転車

太郎君(花子ちゃん)は自転車に乗っていて転んでしまいました。太郎君(花子ちゃん)

は怪我をしませんでしたが，自転車はでこぼこに壊れてしまいました。太郎君(花子ちゃ

ん)は今どんな気持ちですか。

遠足

今日は幼稚園の遠足の日です。ところが台風で大雨が降ってしまい，遠足は中止になって

しまいました。太郎君(花子ちゃん)は今どんな気持ちですか。

病気

太郎君(花子ちゃん)は昨日砂場で遊ぶおもちゃを買ってもらいました。ところが太郎君

(花子ちゃん)は風邪を引いてしまいおもちゃを使ってお外で遊ぶことができません。太

郎君(花子ちゃん)は今どんな気持ちですか。

小鳥

太郎君(花子ちゃん)のお家では小鳥さんを飼っていて，太郎君(花子ちゃん)が餌をあ

げたり水をあげたりと世話をしています。ある日太郎君(花子ちゃん)が幼稚園から帰っ

てくると，小鳥さんは死んでいました。太郎君(花子ちゃん)は今どんな気持ちですか。

キ括弧内は，女子へのストーリーを示す。

の図版を使用した O 一方，尺度については南

(1996) のオプティミズム尺度をイ史用した。

手続き

幼児への面接は，個別に行われた。矛盾エピ

ソード課題は 1人の被験者に対して 8種類全て

行い，ランダムに提示された。提示される課題

の主人公は全て被験者の性別と一致させた。実

験者は，これから行う課題についての説明を行

った後に実験を開始した。絵画刺激を被験児に

提示し，ストーリーを教示した後に『太郎君

(花子ちゃん)は，今どんな気持ちだと思う。J
と登場人物の感情について質問し，口頭での回

答をさせた。 回答できなかった被験者に対して

は再度ストーリーを教示し，絵画刺激の説明を

ウ
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行った後に質問を繰り返した。それでも答えら

れない被験児に対しては f太郎君(花子ちゃん)

は，今嬉しい気持ちかな，それとも悲しい気持

ちかなjと具体的な選択肢を示して回答を促し

たO 明確に判断しにくい感情表現に対しては

fその気持ちは，どちらかというと嬉しい気持ち

かな，それとも悲しい気持ちかなjと具体的な

選択肢を示して感情の志向性(ポジティブかネ

ガティブか)の明確化を行った。母親への調査

用紙は幼稚菌側を通して配布し回収した。

コーディング

(1)幼児の反応のコーデイング 被験者の回答

は，大きくポジテイブな感情(嬉しい・楽しい

等)とネガティブな感情(悲しい・寂しい等)

の2種類に分け，それぞれの条件においてこの

感情を引き起こすと考えられる情報源をカウン

トした(ポジテイブ条件4種類においては，ポ

ジテイフ、な感情を回答した場合は状況情報に，

ネガテイブな感情を回答した場合は表情'情報に

カウントしたO 逆にネガティブ条件 4種類にお

いては，ポジテイブな感情を回答した場合は表

情情報に，ネガテイブな感情を回答した場合は

状況情報にカウントした)0 

(2)母親の反応のコーデイング 母親のストー

リ一作成課題については，感情の言語的表現能

力をストーリー内に含まれる感情語の量として

定義し，作成されたストーリー内容から感情語

を抽出し，カウントした。ここでの感情語とは，

f嬉しいJr楽しいJr悲しいJr心配であるJr怒
るjといった，それ自体が感情状態を示す語句

と定義した。これには，語尾の r~かなJ r ~だ
ねjという表現や， rあっJrわあっJといった

感嘆詞は含めなかった。また， r幸せJrうきう

きJといったより抽象度の高い表現や擬音的表

現， r笑うJr泣く jといった行動表現も感情語

とは見なさなかった。以上のコーデイングを2名

で行ったところ，一致率が85.4%であった。不

一致のものについては，協議を行い決定した。

また，質問紙の回答は「まったくそう思わないJ
~ rまったくそう思うJまでの選択肢を l点~

6点に得点化して平均得点を求めた。逆転項自

については得点内容を逆転して得点化を行った。

結 果

得られた回答は，表情情報を基準にした感情

推測と状況情報を基準にした感情推測に分類し，

8つのエピソードにおいてどちらの情報を元に

感情推測をしたかによって，被験者を表情i育報

優勢型(表情情報からの感情推測が状況情報か

らの感情推測より多い)，状況情報優勢型(状況

情報からの感情推測が表情'1育報からの感情推測

より多い)，中間型(表情情報からの感情推測と

状況情報からの感情推測が同数)の 3つに分類

した。 8つのエピソード全てに屈答できない者

は以下の分析から除外した。

全体的特徴

8つのエピソード全てに回答出来なかった者

7名を除外し，幼児65名が分析対象となった O

分析対象の幼児の年齢差及び性差について

Fisherの直接確率検定を行ったところ，いずれ

においても有意差は見られなかった。そのため，

以下の結果は年齢-性加を統合して分析を行っ

た。矛盾エピソード諜題全体における感情推測

の情報源について 1x 3のカイ二乗検定を行っ

たところ，有意差が見られた(X 2 = 17.2， df = 
2， pく.01，Table 2 )。ライアンの名義水準を

用いた多重比較の結果，表情情報優勢型と状況

情報優勢型の被験者の間には差がなく，双方と

も中間型の被験者よりも多いということが明ら

かになったO また，矛盾エヒソード課題のうち，

ポジティブ条件について感情推測の情報源につ

いて 1x 3のカイ二乗検定を行ったところ，有

意差が見られた (X2=17.75，df=2， p<.Ol)o 

ライアンの名義水準を用いた多重比較の結果，

表情優勢型の被験者が中間型や状況有意型の被

験者より有意に多いことが明らかになり，ポジ

ティブ条件においては表情を情報源にして感情

推測をする幼児が多いことが示唆された。一方，

ネガティブ条件における感情推測の情報源につ

Table 2 幼児の他者感情推測における情報源

選択の全体的傾向

表情情報佳勢型中間型 状況情報優勢型
(表情>状況表情=状況表情く状況)

3 6  28 
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いて 1x 3のカイ二乗検定を行ったところ，有

意差が見られた (χ"=20.33，df=2， pく.01)0

ライアンの名義水準を用いた多重比較の結果，

状況優勢型の被験者が中間型や表情優勢型の被

験者より多いことが明らかになり，ネガティブ

条件においては状況を情報源に感清推測を行う

幼児が多いことが示唆された (Table3 )。

母親の感情の言語的表現能力と幼児の感情推測

の情報源選択の関係性

母親の質問紙屈答と幼児の面接回答を対・応さ

せて分析したところ，母子48組が分析対象にな

った。感情語数そのものが非常に少なかった為

(平均0.83)，母親のストーリ一作成課題から，

感情語を含むストーリーを作成した母親を持つ

幼児(感情語内包群)と持たない幼児(感情語

非内包群)に分類して分析を行った。分類の結

果，感情語内包群28名，感情語非内包群が20名

であった。幼児の感清推iWJの情報選択のタイプ

と感情語内包群・非内包群について 3x 2の

Fisherの直接確率検定を行ったところ，有意差

は見られなかった。また，矛盾エピソード課題

のうち，ポジティブ条イ牛及びネガテイブ条件に

ついてそれぞれ 3x 2の Fisherの直接確率検

定を行ったところ，いずれの条件においても有

意差は見られなかった。

母親の楽観性・悲観性と幼克の感情推測の2情報

源選択の関係性

母親の質問紙回答と，幼児の面接回答を対応

させて分析したところ，母子43組が分析対象に

なった。母親の記述したオプティミズム尺度か

らの平均得点をもとに，幼児を22名の母親楽観

得点高群と 21名の母殺楽観得点低群の2群に分

類し分析を行った。 幼児の感情推測の情報選択

のタイプと母親楽観得点群について 3x 2の

Fisherの直接確率検定を行ったところ，有意差

は見られなかった。また，矛盾エピソード課題

のうち，ポジティブ条件及びネガテイブ条件に

ついてそれぞれ 3x 2の Fisherの直接確率検

定を行ったところ，いずれの条件においても有

意差は見られなかった O

考察

矛盾エピソード課題全体としては，幼児の感

情推測における情報源選択には大きな偏りは見

られなかった。これは 幼児期においては表情

情報からの手がかりを優勢とする先行研究の結

果とは一致しなかった。この原因として考えら

れるのは，一つは課題刺激に登場人物の表情と

状況を描いた絵画刺激に加えて，状況を説明す

るストーリー刺激を加えたためと考えられる O

Gnepp (1983)の研究において，エピソードが拙

かれた絵画科激のみの条件と状況の説明を加え

た条件では，明らかに後者の方がより状況情報

に基づいた感情推測を行った事を報告しており，

この効果が本研究ではより強く現れた可能性が

考えられる O また，絵画刺激で提示された登場

人物の表情の暖昧さが考えられる O 本研究の登

場人物の表情は，明確な笑顔あるいは泣き顔と

いうようにはっきりとした!惑情表出をしていな

かった。そのため 表情情報の効果が低く出て

しまい，先行研究に見られる表情i育報の優位性

が見られなくなった可能性が考えられる O

また，ポジティブ条件とネガテイブ条{牛にお

ける情報源選択は，ポジティブ条件ではより表

情情報をネガティブ条件ではより状況情報を元

にした感情推測を行う事が明らかになった。ネ

ガテイブ条件における状況情報の優位性は，子

どものディスプレイルールの理解と関連性があ

ると考えられる O 幼児を含め人は社会的に許容

Table 3 ポジティブ条件・ネガテイブ条件における幼児の他

者感情推測における情報源選択の傾向

表情情報優勢型 中間型 状況情報優欝型
( 表 情 > 状 況表構=状況表情く状況)

ポジティブ条件 37 10 18 

ネガティブ条件 18 9 38 
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されにくいネガテイブな感情を抑制し，ポジテ

イブな感情を表出する事を求められる機会が多

いと考えられる O 幼児は既にネガティブな感情

を引き起こす状況下でのポジティブな表出はデ

ィスプレイルールに従った偽装の要素が強い事

を経験的に理解している為，ネガティブ条件で

の状況情報の優位性が生じた可能性が考えられ

るO また，ポジティブ条件での表情情報の優位

性は，エピソード内の情報の矛盾が「好みjと

いった個人の特性によってより説明する事が可

能である為，幼児の持つ表情情報の優位性がネ

ガティブ条件よりも強く生じた結果と考えられ

るO しかしながら，この条件関における差異は，

今田課題として使用している文脈に大きな影響

を受けていると考えられるため，文脈の等質性

を考慮した更なる研究が必要と考えられる O

本研究においては，母親の感情の言語的表現

能力と幼児の他者感情推測における情報源選択

の関係性について1食言すを行ったが， Dunnら

(1991)や Denhamら(1994)に見られるような

影響は見られなかった。これは，母親の感情の

言語的表現能力は，矛盾エピソード課題におけ

る'鴎報源選択になんら影響を及ぼさないと考え

る事も可能であるが，それ以上に本研究で用い

たストーリ一作成課題では，母親の感情の言語

的表現能力を適切に測ることが出来なかった可

能性が考えられる o Dunnら(1991)や Denham

ら(1994)の研究では，母親を始めとする養育者

あるいは家族の感情の言語的表現能力は，実際

の会話の分析の中から抽出し測定されており，

本研究で用いられた記述という手段は取られて

いない。そのため，会話での言語的表現能力と

記述での言語的表現能力は必ずしも一致せず，

本研究で、は先行研究において見られたような影

響が見られなかった可能性が考えられる。また，

先行研究においては，養育者あるいは家族の一

方的な働きかけでだけでなく，幼児の側からの

コミュニケーションも会話の中で含まれている O

本研究では，母親から幼児への一方的な働きか

けのみを測定しており，そのためこのような結

果が生じたとも考えられる O

本研究においては，母親の性格特性(楽観

性-悲観性)と幼児の他者感情推測における情

報源選択には何の関連性も見られなかった。こ

れは，抑うつ的な母親を対象とした Zahn-

Waxlerら(1990)らの研究に比べて，本研究は

楽観性-悲観性と比較的マイルドな性格特性と

の関連性を検討したため，幼児の感情推測に大

きな影響をもたらすような要因ではなかった可

能性が考えられる O また，質問紙が性格に母親

の楽観性・悲観性を測定しきれなかった可能性

が考えられる O 本研究においては，母親の調査

用紙のデータと幼児の面接調査データの一致を

あらかじめ母親慨に伝えていたため， r自分のも

のの見方が子どもに何らかの悪影響を与えてい

るのではないか ?Jというような不安を煽って

しまった可能性が考えられる O その結果質問紙

への正確な自答が阻害され，母親の性格特性の

影響が見られなくなってしまったのかもしれな

し'0

本研究においては，幼児の感情推測における

情報源選択に母親が与える影響について，明確

な結果を得ることが出来なかったO 幼児の感情

推測に関してより明確な母:親の影響を測定する

ためには， Dunnら(1991)や Denhamら(1994)

が行ったようなより直接的なアプローチを取る

必要があると考えられる O また，母親からの影

響だけ出なく，母親と幼児の相互作用から生じ

る影響についても明らかにする事が，今後の諜

題であると思われる O
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